
REVISION KNEE SYSTEM

ZJ-786-3(E)  2/2026  Persona Revision Knee Systemカタログ（2721.1-JP-ja）
© 2026 Zimmer Biomet G.K.

本社 〒108-0073 東京都港区三田三丁目5番19号 住友不動産東京三田ガーデンタワー12階
ジンマー  バイオメット

https://www.zimmerbiomet.jp/ja

03-6700-1071 0463-30-4821Tel: Fax :カスタマーサービス





  INTRODUCING THE 

 PERSONA 
REVISION  KNEE SYSTEM

          
 

T H E  P O W E R  T O  P E R S O N A L I Z E ™

P E R S O N A L I Z E D.  P R E C I S E.

Persona Revision Knee Systemは、さまざまな骨形態に適合するインプラント、

精度の高いインスツルメント、および臨床実績のあるインプラントテクノロ

ジーにより難症例に必要な治療戦略を提供します。

Persona Revisionコンポーネントの解剖学的デザインは、症例ごとに良好な

ボーンカバレッジ、インプラントの固定性およびひざ関節の安定性の実現を

可能とします。

Persona Revision インスツルメントシステムは、術中の手技およびコンポー

ネントの変更にも柔軟に対応し、その合理化されたインスツルメントセット

により手術室のワークフローと作業効率の向上が期待できます。

Persona Revisionテクノロジーには、トラベキュラーメタルと Vivacit-E®クロス

リンクポリエチレンを採用し、人工膝関節再置換術において個々の患者さんに

より適したコンポーネントを提供します。
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 THE PERSONA REVISION KNEE  
SYSTEM ENABLES SURGEONS WITH    

THE ABILITY TO PERSONALIZE    
REVISION KNEE ARTHROPLASTY.
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1
適切な回旋アライメント、ボーンカバレッジを確保し、オフセット
ステム使用率を低減する解剖学的形状の脛骨コンポーネント

3
ボーンイングロースを促進するために解剖学的にデザインされた 

トラベキュラーメタルコーン

4
大腿骨および脛骨の骨欠損部を効果的に支持し補填する
解剖学的形状のオーギュメント

5
大腿骨のオーバーハングを低減し、屈曲不安定性と軟部組織の
バランスに対応する複数の大腿骨コンポーネントバリエーション

6
段階的なコンストレインを提供する PS/CPS/CCKの
ベアリングテクノロジー

2 さまざまな骨形態や骨質に対応する豊富なステムバリエーション



NEXGEN® LEGACY® CONSTRAINED 
CONDYLAR KNEE (LCCK) 

TR ABECUL AR METAL TECHNOLOGY

• 本テクノロジーについて、数多くの臨床成績が報告され
ています。

•  Primary TKAにおいて、10年以上の臨床成績で 97.6%のサバ
イバルレートが報告 1

•  Revision TKAにおいて、10年以上の臨床成績で 96%のサバ
イバルレートが報告 2

•  Revision TKAにおいて、16年の臨床成績で 92%のサバイバ
ルレートが報告 3

WHEN SOMETHING 
WORKS WELL, WHY 
CHANGE IT? 

VIVACIT-E® VITAMIN-E 
HIGHLY CROSSLINKED 
POLYETHYLENE  

Persona Revision Knee Systemコンポーネント

は、Persona Primary、NexGen® LCCK、 Natural-

Knee、および Vanguard SSK/ 360の実績をもと

にデザインされました。

Persona Revision Knee Systemは、前述の機

種のデザイン要素を統合することにより、進

化したインプラントデザイン、シンプルな

インスツルメントシステムおよび高度なテク

ノロジーを備えて誕生しました。

生体内における抗酸化性、耐摩耗

性、器械的強度を高めるために、

ポリエチレンにビタミン Eをグラ

フト固定しました。





 PERSONALIZED 
 IMPLANTS

 A C H I E V I N G  A N  I N D I V I D U A L I Z E D  F I T .

Persona Revision Knee Systemの最終的なインプラントデザインの目標は、

市場で最も解剖学的なリビジョンシステムを作り上げることでした。そのデ

ザインプロセスでは、さまざまな人種、性別、体格の骨形態について ZiBRA 

Anatomical Modeling Systemを使用した広範な研究が行われました。

脛骨コンポーネントに関する研究データでは、Persona Revision Knee System

の解剖学的な脛骨コンポーネントデザインが適切な回旋アライメントと良好

なボーンカバレッジを両立することが示されました 4。

Persona Revision Knee Systemでは、さまざまな骨形態に適合する解剖学的形

状のコンポーネントを豊富なラインアップで提供します。Persona Revisionの

脛骨および大腿骨コーンと豊富なステムオプションは、難症例においてもイン

プラントの固定性向上が期待されます。また、複数の大腿骨コンポーネントバ

リエーションと 3種類のベアリングのコンストレインは、軟部組織バランス

と安定した膝関節の再建を目的としています。これらの進歩により、Persona 

Revisionは症例ごとに理想的なコンポーネント設置を可能にします。





Tibial Component

Persona Primary Tibia

Persona Revision Tibia

生体の脛骨切除面形状 Persona 
脛骨コンポーネント

形状

Persona
脛骨コンポーネント
設置シミュレーション

M e d i a l         |         L a t e r a l M e d i a l         |         L a t e r a l

M e d i a l         |         L a t e r a l

Anatomic Implants
Persona Primaryおよび Persona Revision脛骨コンポーネントは、さまざまな人種、性別および体格の骨形態を研究しデ

ザインされました。さまざまなパラメーターを搭載した ZiBRA Anatomical Modeling Systemを駆使し、何百通りものバー

チャル脛骨切除面形状を解析した研究が行われました。この徹底的な研究により、理想的な形状とサイズの解剖学的形

状が考察され、脛骨切除面形状において人種、性別および体格の相違が少ない Persona Revision の脛骨コンポーネント

がデザインされました。

Persona Revision脛骨コンポーネントには、 Persona 

Primaryの解剖学的デザインを取り入れました。こ

の 2機種の一貫性のあるデザインにより、初回難症

例および人工膝関節再置換症例で柔軟に機種選択可

能なトータルシステムとして提供されます。

Persona脛骨コンポーネントに関する報告：

・  適切な回旋アライメントにおいて 92％のボーン

カバレッジを獲得 4
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スプラインステム

Medialized Tibial Keel

 

  

 

  

 

  

Persona Revision Tibial Implant 
Specifications

弊社において ZiBRA Anatomical Modeling Systemのデータは、適切なステムハウジングポジションの研究にも用いられ

ました。脛骨プレート外周形状に脛骨モデルの髄腔中心を投影した研究では、解剖学的な髄腔中心は脛骨プレートのや

や内側前方に位置することが考察され、Persona Revision脛骨コンポーネントのステムハウジングポジションとしてデザ

インされました。

また ZiBRAのデータで 3 mmおよび 6 mmのオフセットステムを使用し、ほぼ全てのモデルにおいて良好なボーンカバ

レッジおよび回旋アライメントを確保し、下図で示されるとおり良好な設置データが得られました。

平均的な
脛骨髄腔ポジション *

脛骨コンポーネントに
投影された

脛骨髄腔ポジション

3 mm、6 mmオフセット
ステムでカバーされる
脛骨髄腔ポジション

Persona Revision

脛骨コンポーネントの
ステムハウジングポジション

・  左右別の 9サイズ（A～ J）※

・  サイズ毎にデザインされた内外側形状

・  全ての Personaステムとの互換性

       （テーパー、スムース、スプライン）

・  ベアリングを強固に固定するトリプルロッキン

グメカニズム

・  オステオライシスのリスクを低減するノンホー

ルプレートデザイン

・  オーバーハングを最小限にする解剖学的形状の

オーギュメント

・  チタン合金製コンポーネント

※ オプションサイズにつきましては、弊社営業担当までお問い合わ

せください。

*ZiBRA Anatomical Modeling System Dataより



Achieving Zonal Fixation 

Anatomic Tibial and Femoral Trabecular Metal Cones

Zone 1 – Joint Surface (Epiphysis)

Zone 2 – Metaphysis

Zone 2 – Metaphysis

Zone 3 – Diaphysis

Zone 3 – Diaphysis

脛骨用
セントラルコーン

脛骨用
ペリメターコーン

大腿骨用
セントラルコーン

大腿骨用
メタフィシルコーン

人工膝関節再置換術において骨欠損や脆弱な骨質により、医師は膝関節の機能再建が困難なケースに直面することがあ

ります。人工膝関節再置換術でのインプラントの強固な固定性の獲得は、術後早期の可動域訓練とリハビリテーション

に不可欠であり、インプラントのルースニングのリスク低減にも重要です。Personaトラベキュラーメタルコーンは骨欠

損部を効果的に補填し、解剖学的ポジションに膝関節を再建するソリューションを提供します。臨床実績のあるトラベ

キュラーメタルコーンは、生物学的固定およびジョイントライン付近へ荷重を促すことが期待されます。

•   骨形態に適合し、骨欠損部を適切に補填する解剖学的なコーンデザイン

•   空洞化した骨欠損部を適切に補填し、大腿骨および脛骨コンポーネントの安定した

プラットフォームを再建するコーンサイズ

•   生物学的固定とコンポーネントへの荷重分散を適正化させるコーンバリエーション

人工膝関節再置換術の成功にはマルチゾーンを

組み合わせた強固なインプラント固定の必要性

（Zonal Fixation Strategy）が示されています 5。大

腿骨および脛骨には、それぞれ以下の 3つの解剖

学的ゾーンがあります。

Zone 1 -Joint Surface（関節面、骨端） 

Zone 2 -Metaphysis（骨幹端）

Zone 3 -Diaphysis（骨幹）　　

インプラントを安定した構造体として固定するに

は、上記の 3つのゾーンのうち少なくとも 2つ

のゾーンで適切な固定性を獲得する必要がありま

す。Persona Revisionシステムでは、Zonal Fixation 

Strategyに対応するため、大腿骨および脛骨の解剖

学的形状のコーン、オーギュメントおよびステムエ

クステンションに多数のオプションをデザインしま

した。



Enhanced Stem Design

Stem Implant Specifications

•   テーパーステム
ステム長：30 mmおよび 75 mm

ステム径： 11 mm および 14 mm
* Persona Primary脛骨コンポーネントと互換性有

•   スムースステム
ステム長：135 mm および 175 mm

ステム径：10 -18 mm  （2 mm間隔）
•   スプラインステム
オフセット：0 mm (ストレート )

　　　　　　3 mm および 6 mm

ステム長：135 mm および 175 mm

ステム径：10 -18 mm （1mm間隔）
注記：コンポーネント全長にはステムハウジング長を

追加してください
　　　(ハウジング長：大腿骨 45 mm 、脛骨 25 mm)

※ オプションサイズにつきましては、弊社営業担当までお問い合わ

せください。

Persona Revision Knee Systemは豊富なステムポートフォリオを誇り、さまざまな症例の骨形態に対応するためにバラエ

ティーに富むステムデザインとサイズをラインアップしました。

•   骨幹部で良好な支持性を獲得するためにデザインされ

た 135 mmと 175 mmのステムエクステンション

•   ボーンカバレッジとコンポーネントポジションを適正

化する 3 mmおよび 6 mmのオフセットオプション

o   コンポーネントの擦過腐食および隙間腐食のリスク

を低減させるワンピースステムデザイン

o   短くデザインされたオフセット部により、骨切除量

およびセメント量を減らし、コンポーネントの適合

性を向上

•   テーパー形状コネクションは、ネジ形状コネクション

よりインプラント抜去が容易なデザイン



Femoral Components

Restoring Soft Tissue Balance  

+ 0 mm + 3 mm

Posterior Flexion Fill Downsizing Femoral Component 

Same Flexion Fill

M/L Femoral Size Comparison A/P Femoral Size Comparison

PERSONA REVISION
Standard vs. Plus Size Femurs

Blue Outline: Size 7 Standard Femur  
Gray: Size 5+ Femur
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The posterior flexion fill is identical for size 7 Standard  
and 5+ Persona Revision Femurs.
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Downsizing the size 7 Standard to a 5+ Persona Revision Femur maintains  
flexion flill while reducing M/L width of the femur. 
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Persona Revision Plus Femoral Size
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Persona Revision Plus Femoral Size
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スタンダード/プラス
ナローオプション

スタンダード プラス
ステム中心から
同じA/Pサイズ

A/P サイズ比較

M/Lサイズ比較

ブルーコンポーネント：Size 7 スタンダード
グレーコンポーネント：Size 5 プラス

ブルーコンポーネント：Size 7 スタンダード
グレーコンポーネント：Size 5 プラス

TKA術後不良の主な要因のひとつに、膝関節の不安定性があります 6-8。不安定な膝関節に対処するため、Persona 

Revisionは複数のオプションを持つ大腿骨コンポーネントと段階的コンストレインベアリングによる組み合わせにより、

安定した膝関節の再建に有用な選択肢を提供します。

Persona Revision Knee Systemには、大腿骨コンポーネントにスタンダードと

プラスのサイズオプションがあります。プラス大腿骨コンポーネントの特徴に

は、同サイズのスタンダード大腿骨コンポーネントより屈曲安定性を高める後

方顆部 3 mmオフセットが追加された Flexion Fill ™デザインがあります。この

Flexion Fill ™デザインはコンポーネントのサイズアップやオフセットステム、

オーギュメントを必要とせず、M/L幅を維持したまま屈曲バランスのみを調整

し安定性を高めることができます。

プラス大腿骨コンポーネントは、ナローサイズオプションとしても選択可能で

す。スタンダード大腿骨コンポーネント使用時にM/Lのオーバーハングがあ

る場合、１サイズ小さなプラス大腿骨コンポーネントを選択することで、屈曲

ギャップを維持しつつ 1サイズ狭いM/L幅に変更可能です（右図）。

Femoral Implant Specifications

・ 左右別 1～ 13の奇数サイズ

   （スタンダードおよびプラスの 13サイズ*）

・ 設計屈曲角度 135°

・ PS、CPS、CCKの段階的ベアリング選択

　*サイズ 13はスタンダードサイズのみ

・ 14 mm x 30 mmステム付の Persona Primary脛骨

コンポーネントと CCKベアリングの互換性有

・ 5 mm、10 mmおよび 15 mm＊＊オーギュメント

   （ディスタル、ポステリア）

　＊＊サイズ１、３は 15 mm規格無し

※ オプションサイズにつきましては、弊社営業担当までお問い合わせください。



Continuum of Constraint

Posterior Stabilized (PS)

Constrained Posterior 
Stabilized (CPS)

Constrained Condylar 
Knee (CCK)

Bearing Implant Specifications

・ PSベアリング ：10 mm～ 14 mm 1 mm間隔 および 16 mm

・ CPSベアリング ：10 mm～ 16 mm 2 mm間隔

・ CCKベアリング ：10 mm～ 18 mm 2 mm間隔

・ CCKベアリングスクリューのバックアウトを低減する新ロッキングデザイン

・ CCKベアリングコンストレイン：内外反± 0.5 °内外旋 1.0°

・ パテラインピンジを防止するスパインのシャンファーカットデザイン

※ オプションサイズにつきましては、弊社営業担当までお問い合わせください。

Persona Revision Knee Systemには、ビタミン Eをグラフト固定した PS、CPS、CCKの段階的コンストレインベアリン

グがラインアップされました。すべてのベアリングは、Persona Primary および Persona Revision 脛骨コンポーネントと

の互換性があります。 PSのノンコンストレインから CCKの高いコンストレインまでの段階的な選択は、バランスの良

い安定した膝関節の再建に役立ちます。



 PRECISE 
INSTRUMENTATION

W I T H  A  P E R S O N A L I Z E D  A P P R O A C H .

人工膝関節置換術の術後成績は、手術手順における精度や正確性に少なか

らず影響を受けます。難症例においてもワークフローを合理化し、適切な

インスツルメント選択を行うために、 Persona Revisionでは症例ごとに異

なる骨質や膝関節の状態に基づいたインスツルメントを提供します。

Persona Revisionには、プライマリーコンバージョンインスツルメントが

デザインされ、術中にプライマリー大腿骨コンポーネントから Persona 

Revision大腿骨コンポーネントに容易に機種変更が可能です。このコン

バージョンインスツルメントは、症例に応じた術中判断に対し柔軟に対応

します。これらインスツルメントの進歩は、医師が求める手技に適したア

プローチを提供し、症例ごとにパーソナライズされた手技を実現します。





Instrumentation Design

Comprehensive Instrument Platform

Persona Revisionインスツルメントは、多くの機能と用途を持ちつつ正確で快適な操作性を求めてデザインされまし

た。これらのデザインにより、スムースで再現性の高い手術手技をサポートします。

•   インスツルメントセットの軽量化と器械点数を削減するマルチツールデザイン

•   快適な操作性のためにデザインされた人間工学に基づいたグリップ形状

•   快適な操作性、再現性および精度向上のため重量配分を計算しデザインされたインスツルメント

•   術中の光の反射を防止し、高いグリップ力を提供する独自のインスツルメント表面加工

•   屈曲と伸展バランス調整後に骨切除可能なトライアルファーストテクニック

•   固定性と骨切り精度向上のためカッティングガイドにデザインされたロッキングコネクション



•   TASP による連続性のある軟部組織バランスの評価

•   適切なベアリング選択が容易な 2 mm間隔の TASP

•   PS、CPSおよび CCKで使用可能な TASP

多様な Persona Revisionのインスツルメントが、それぞれの医師

が望む手術手技や様々な患者さんの膝関節の状態に対応すること

で、以下の手技手順をサポートします。

•   スタンダードリビジョンテクニック

•   コーンを使用した Zonal Fixationテクニック

•   トライアルファーストテクニック

•   プライマリーコンバージョンテクニック

•   ショートステムテクニック

TASP System  
The Tibial Articular Surface Provisional

Personalized Surgical Techniques



Streamlined Delivery System

Persona Revisionのモジュールブランケットを使用したインスツルメントセットは、余剰な器械を削減し、個々の医師が

望む手術手技に適応した、効率的な構成となっています。

•   医師の望む手技手順に基づいたインスツルメントセット

•   シンプルなセットアップは、テーブルスペースを確保しスムースな手順をサポート

•   多様なインプラントにも対応するインスツルメントのセット構成



Condensed Femoral Revision Set

Persona Revision インスツルメントには、コンプレックスプライマリー症例に対処するために、 3トレイのリビジョンイン

スツルメントセットを 1トレイに納めました。

このプライマリーコンバージョンインスツルメントにより、術中の軟部組織バランスやインプラント固定性に基づいて、

プライマリーから Rersona Revision大腿骨コンポーネントおよび CCKベアリングへのスムースな手技変更を可能にしま

す。

この簡素化されたプライマリーコンバージョンインスツルメントセットは、器械の数を抑えることで、効率的な手術環

境を提供します。



PROVEN 
TECHNOLOGY

B U I L T  O N  C L I N I C A L  P E R F O R M A N C E .

Persona Revision Knee Systemに採用されたトラベキュラーメタルテクノ

ロジーは、高い生物学的固定を確保するためのポートフォリオを提供しま

す。

ベアリングテクノロジーと組み合わせることにより、Persona Revisionは

臨床成績向上のソリューションを提供します。





Trabecular Metal Technology

トラベキュラーメタルテクノロジーは、膝関節インプラントのみならず多く

の整形外科インプラントにおいて臨床で高い初期固定力と生物学的ボーン

イングロースが示されています 9。この多孔性の高い素材は、海綿骨の構造、

機能および生理的な特性を再現するようにデザインされています。

トラベキュラーメタルテクノロジーは、複数サイズの大腿骨と脛骨用の

コーン、大腿骨と脛骨用のオーギュメントおよび膝蓋骨のインプラントの素

材として使われ、医師はさまざまな症例に最適なインプラントを選択するこ

とができます。

ボーンイングロースと血管新生を促進するトラベキュラーメタル

•   材質：タンタル

•   平均気孔サイズ 440ミクロンの 100％相互連通セル構造

•   最大 80％の多孔性のキャンセラス構造体

•   海綿骨との摩擦係数 0.98



Vivacit-E Vitamin-E Highly Crosslinked  
Polyethylene (HXPE)

Vivacit-E 

Vitamin-E Highly Crosslined Polyethylene
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*  弊社内実験室データより。なお、これらの試験結果は、臨床的有効性を保証するもので
はありません。

•   従来型ポリエチレンに比べ 10％向上した

Vivacit-Eのスパイン疲労強度

•   優れた抗酸化性によりデラミネーション

耐性と業界基準の 12 倍長い加速劣化試験

で機械的強度を維持

•   従来型ポリエチレンと比較し 96%、リメ

ルティングクロスリンクポリエチレンと

の比較で 73%低減した摩耗率

•   従来のポリエチレンを上回る機械的強度、

高い酸化安定性および耐摩耗性

Persona Revision Knee Systemは、すべてのベアリン

グに Vivacit-Eビタミン Eクロスリンクポリエチレン

を採用しました。Vivacit-Eポリエチレンはビタミン

Eをグラフト固定することで酸化を防止し、長期間

にわたり耐摩耗性と機械的強度を維持することが期

待されます。



ゲンタマイシンは、広範な抗菌スペクトルを有し、グラム陽性菌にも陰性菌に

も効果があるため、セメントに含有する抗菌薬として第一に選択されます。抗

菌薬含有セメントを用いることで、インプラント周辺で抗菌薬が局所的高濃度

となる環境を整えることで、病原菌の定着を予防することが可能になります。

抗菌薬の継続的な放出がインプラントを保護し、その結果として再置換のリス

クを低減します 10。

 BREAKING THE 
REVISION 

CYCLE



ゲンタマイシンは、人工関節置換術の感染症例でよく見られる細菌に広くスペクトルがあります 11。 

広範な抗菌スペクトルを有するゲンタマイシン

ゲンタマイシンは、広範な抗菌スペクトルを有することから、Refobacin Bone Cement Rでは含有させる抗菌薬にゲン

タマイシンを採用しています。

ゲンタマイシン － 長期間持続する局所的な

抗菌薬放出

Refobacin Bone Cement R は、数日間にわたっ

て高い局所濃度を示します。ゲンタマイシン

を含有した硬化セメントからの長期間に及ぶ

ゲンタマイシン放出について報告されていま

す 12,13。

抗菌薬含有セメントを用いることで、インプ

ラント周辺で局所的に高濃度になるように抗

菌薬を投与し、病原菌の定着を予防すること

が可能になります。抗菌薬の継続的な放出が

インプラントを保護し、その結果として再置

換のリスクが低減することが報告されていま

す 10。

Refobacin Bone Cement R は抗菌薬の硫酸

ゲンタマイシンをポリマー 40gあたり 0.84g

含有しています。
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Refobacin Bone Cement R におけるゲンタマイシン溶出試験

1日目、3日目、および5日目のRefobacin Bone Cement R のゲンタマイシ

ン溶出量。セメントからのゲンタマイシンの溶出量は、平均で1日目が最

多となっています。1日目から3日目、3日目から5日目と日を追って徐々

に減少しています。

＊実験室における試験の結果は、必ずしも臨床的有効性を反映するものではありません。
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Antibiotic-loaded Bone Cement - 
may reduce risk of re-infection10 

抗菌薬含有セメントは人工関節置換術の術後感染に伴う二期的再置換術の第二段階において、人工関節を固定するためにご使用いただけます。
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